
令和７年６月 『間違いだらけの避難所運営』

避難所運営の現場から ～繋ぎたい能登の教訓～
七尾市 矢田郷地区まちづくり協議会 事務局長 関軒 明宏（関軒製材所 代表）

【矢田郷コミセン避難所 運営責任者 】

●七尾市 約21,000世帯 約47,000人

●矢田郷地区 約4,500世帯 約10,000人

令和６年１月４日

七尾市内 避難所 ３２か所

避難者数 約２６４０人
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令和６年能登半島地震 令和６年１月１日１６時１０分 七尾市 震度６強



矢田郷地区コミュ二ティセンター
（旧 七尾サンライフプラザ）

被害状況

部分的に破損個所有り

（倒壊リスク無し）

館内空調使用可能

電気使用可能

ガス (プロパン使用不可）

水道 断水

（貯水タンク有り90㌧）

浄化槽の破損有り
2

『元日の過ち』

施設の安全確認が無いのに

解錠指示は正しかったのか



第１コミュニティルーム 応接室

3

１月１日夜 避難者数

館内 約７００人

車中泊 約３００人

合計 約１，０００人

１月１日 多目的ホール



２階 和室【談話室】 ２階 和室【茶室】（３部屋）

乳幼児家族専用（６世帯）
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避難所開設時に受付を設置しなかったため、

避難者名簿の作成が遅れた。



１月２日早朝（避難者約600人）

市からの支援物資 第１弾

アルファ米２００食、ビスコ１箱

水 ２L ６本入 １０ケース他

館内防災倉庫に食料・水の備蓄無し

協議会所有のお茶・水・フードドライブの食糧や、
思いやりドライブのオムツ・生理用品が役に立つ
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１月三日
１月２日 事務所裏 炊出し用テント設置

２日朝食はスタッフが各部屋に配布（２～３人にα米１食）

夕食はカップ麺１人１個、炊き出しテントにて配食。

３日朝食以降は館内本部前にて配食。

6



事務所（避難所本部）内ホワイトボード

様々な情報をスタッフで共有

館内避難者への情報提供用ホワイトボード

7
1/2 食事提供２回



避難者ボランティアもお手伝い（白いビブス）
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１月３日 朝食準備

アルファ米おにぎり1人１個



ビブス
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避難者ボランティアには白いビブス

運営者スタッフ用



１月３日 視聴覚室をシアタールームに

２階大会議室 １階応接室

２階和室（談話室）
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オークス㈱ （冠婚葬祭業）

食糧、紙コップ、紙皿、カセットコンロ、
ポリバケツ等、必要な物資を迅速に
ご支援頂く。
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１月３日 山梨県北杜市より

トレーラートイレ到着

１月３日貯水タンクゼロ

館内トイレ使用不可
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１月４日 館内トイレ使用不可。

本部前多目的トイレのみ車椅子や

足の不自由な方限定で利用可。

〔 し尿処理剤（凝固剤）を使用 〕

１月４日 図書室に

みんなのこども部屋 開設
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１月５日

避難者数 約６００人

ゴミ問題（分別、残飯、量など）

避難者ボランティアで回収

救急搬送も何度か

配食時は行列
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１月６日  物資搬入 『私たちへの支援物資が届きました。皆さん、一緒におろしましょう。』
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１月６日

感染症対策 掃除と換気

（清掃道具コロコロ等は４日

に支援団体にリクエスト）
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１月８日 フィジカル、メンタル、
ヘルスケアー支援スタート

物資だけでなく人的サポートも

循環型シャワー増設（約１５０人/日利用）積雪で簡易テント崩壊 17

１月８日

避難者数 約３００人



１月８日

多目的ホール

避難者は二階通路にも
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１月８日

警察官の巡回も頻繁に

１０日からは移動交番開設
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１月１１日 仮設トイレ用

生活用水ストックプール設置

地元市議会議員による

生活・住宅支援等相談窓口

併せて心のケア―も



１月１０日 近隣町会のゴミステーション
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避難所のゴミ回収も無し。

某所で焼却処分していた。



１月１１日 支援物資倉庫（健診ルーム及び診察エリア）
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本来は避難者数分の支援物資を受け取るべき。全ての支援物資を受取り、

支援物資拠点として近隣の避難所、在宅避難者、奥能登へも提供



１月１１日 一階避難者エリアに

段ボールベッド設置

避難者数 約２５０人
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１月前半は一日二食

９日まで朝食と夕食、１１日から昼食と夕食

物資に余裕があれば、間食を提供 ２⇒２．５食

徐々に朝食の提供を増やし、一日三食に。

大手外食チェーンコロワイド様炊き出し

避難者＋地域の方にも。

多いときには１０００食以上提供。
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1月13日 朝食コーナー
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25

避難者配布用

２月１３日 表面

１月１７日 裏面は退去申請書

２月１３日 裏面



１月１４日 初めての

運動支援、音楽支援、お花支援

26

エコノミークラス症候群防止体操



１月１６日 行政の支援物資配布場所が七尾東部中学校より

矢田郷コミュニティセンターに。（３月３日配布終了）

地域住民へ飲料水（１日700～800ケース）と一緒に、

支援物資の食料、使い捨てカイロ等も配布

災害ボランティアセンター併設

ボランティア受入れに備えトレーラートイレ増車 27



/

１月１７日 １階にテレビスペース

大相撲が楽しみ。

１月１７日 ドキンちゃん大作戦告知

大掃除、消毒、避難者居住エリアを土足禁止に
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１月１８日 支援物資の『組手什』で下駄箱作り
支援者、スタッフ、避難者 一緒に作成。
以後、棚作りワークショップを実施。

29



１月１９日 入口看板設置

避難所内の安全管理、感染症対策のため関係者以外の立ち入りを制限。

（館内トイレが使用できないため夜間も施錠できない。）

住民と避難者の動線を分けるため入口を別々にする。
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１月１６日～２月２日

兵庫県より災害支援ナース２名避難所常駐

DMAT、介護チーム、運営スタッフとともに

健康ケアーミーティングを毎日実施。

←名古屋市チーム（第１次）と

兵庫県災害支援ナース（第１次）

【１月１９日より健康相談会実施】
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１月２３日 【避難者数 約２００名】

ドキンちゃん大作戦１日目

朝の打合せ 保険師（高知県）からの説明

ボランティア含め約４０名で実施

多目的ホール（避難者約８０名）、応接室（１５名）
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区画整理を行い、避難通路を確保する。

パーティションは、避難者が見え、声掛けしやすい高さ。

着替え等のプライベート空間も確保する。□

(健康状態の確認、コミュティ―形成を優先）

土足禁止エリアは

分かりやすくする。
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34

プライバシーを希望する方には
パーテーションを高くして対応。
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１月２３日 応接室⇒避難者居住エリア

こども女性ネット東海チームの皆様

応接セットを持ち出して、お掃除・消毒・
段ボールベッド組立。 同時に子守りや
傾聴など避難者の見守り・ケアーも。

ありがとうございます。



１月２４日 ドキンちゃん大作戦２日目

２階大会議室 段ボールベッド ４０個組立設置

(これまではブルーシートと畳、仕切り無し）
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１月２５日 応接室にあった応接セットは
階段下に設置、避難者のくつろぎ空間に
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１月２７日 避難者居住エリアレイアウト作成

避難者数 １９４人 （スタッフ用は氏名入り）。 38

１月中旬から５月末まで名古屋市応援職員が

矢田郷コミセン避難所にも配置。

日々の避難所運営、支援物資搬入・内容管理、

食事提供、避難者管理システムのデーター化、

客観的アドバイス等、前例の無い避難所運営に

苦戦する私たち矢田郷メンバーを心身共に

サポート。心より感謝申し上げます。



39

七尾市総合体育館 避難所

３月中旬開設 小学校体育館避難所より集約

空調施設がないため６月１５日閉鎖

矢田郷コミセン避難所に集約される。

６月１５日矢田郷コミセン避難所３４人⇒５４人

受入れのため、全てのブースの壁を高くして、

入口にはドアを設け個室にする。

９月８日の閉鎖まで２５２日間運営。



自助・共助・公助

自主防災 行政の支援



自助・共助・公助

自主防災 行政の支援

避難所 自主運営

行政も被災



自助・共助・公助

自主防災 行政の支援
↓

避難所 自主運営
【受援力・調整力】

行政職員が疲弊



自助・共助・公助

自主防災 行政の支援
↑

避難所 自立運営
  【受援力・調整力】

行政をサポート

支援物資拠点



自助・共助・公助

自立防災 行政を支援

避難所 ⇒ 仮設住宅
見守り



自助・共助・公助

自主防災 行政の支援

自助・共助

自立防災 行政を支援

防災・復旧・復興を
地域全体で考える！

行政・地域・住民
それぞれの役割は?



これまでの出会いとご支援に感謝！

これからも能登を応援して下さい
ありがとうございます。
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令和６年２月

令和６年３月

継続してのご支援と

支援団体の広がりで

避難所が笑顔で包まれる。

運営スタッフも笑顔に



48

令和６年６月

やたごうフェスタ
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50
R6.11.3名古屋市防災講演会にて再開

奥能登にお花と笑顔を
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継続してのご支援・応援が『心の復興』の原動力。

皆様の活動に心より感謝申し上げます。



避難所運営で心がけたこと

♡ 避難者に寄り添う。被災者の声を聴く。

★ 支援者の気持ち・支援物資・人材を大切にする。

♡ 行政をサポートする。行政職員を応援する。

52

私自身が心がけたこと【自分崩壊後 R6.1.7】

遠慮しない・頑張りすぎない・抱え込まない

心がけたことがありました。



自助・共助・公助

自主防災 行政の支援

自助・共助

自立防災 行政を支援

防災・復旧・復興を
地域全体で考える！

行政・地域・住民
それぞれの役割は?



自助・共助

自立防災 行政を支援
避難場所と避難所の違い

家族単位、自治会単位、
広域連携での防災計画

避難訓練の見直し

避難所運営シュミレーション

行政職員を応援・サポート

【行政職員をカスハラから守る】

避難所・支援物資拠点等は

民間で運営がベター

【行政には規則（制約）が伴う】

普段の繋がり
ご近所付き合い、

自治会活動が大切

家族のお約束

非常用持出袋
備蓄品（簡易トイレ等）



矢田郷地区まちづくり協議会の役割【防災】

矢田郷地区まちづくり協議会 理念

『ふれあう笑顔でたすけ愛のまちづくり』
55

繋がり
人・地域・行政を繋ぐ
【コミュニティセンターは
人が集い、繋がる場】

学 び
防災・減災啓発活動
体験からの学びの共有
【安否確認・避難所運営・

支援物資拠点等】

備 え
備蓄・避難経路等

心の準備♡



56

継続してのご支援・応援が『心の復興』の原動力。

能登の祭りや食を楽しみに来てくだいね。

ご清聴ありがとうございました。

R6.5.4青柏祭でか山

松乃鮨
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